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農地農地のの適正管理適正管理

今号の表紙
８月26日に行った農地パトロールの様子。農業委員と推進委員、事務局職員が秋田市内を回り、
農地の利用状況を確認しました。（４ページに関連記事）

してますか？
してますか？
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数
が
ま
だ
知
ら
ず
、
今
回
の
講
演
を

熱
心
に
聞
い
て
ま
し
た
。

　

次
の
講
演
も
、
引
き
続
き
藤
原
統

括
登
記
官
か
ら
、「
相
続
土
地
国
庫

帰
属
制
度
の
創
設
と
農
地
に
つ
い

て
」
と
題
し
、
ど
の
よ
う
な
土
地
を

国
は
引
き
取
っ
て
く
れ
る
の
か
や
、

手
続
き
に
か
か
る
料
金
な
ど
を
詳
し

く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
説

明
の
中
で
、
国
に
帰
属
さ
せ
る
際
は

負
担
金
（
10
年
分
の
土
地
管
理
費
相

当
額
）
が
必
要
な
こ
と
、
そ
し
て
現

時
点
で
検
討
さ
れ
て
い
る
お
お
よ
そ

の
負
担
金
額
が
示
さ
れ
た
時
は
、
参

加
者
か
ら
ひ
と
際
大
き
な
反
応
が
あ

り
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
県
農
業
公
社
農
地
管
理

部
農
地
集
積
課
の
伊
藤
長
主
任
と
工

藤
明
良
指
導
員
か
ら
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。
農
地
中
間
管
理
事
業
の
趣

旨
や
概
要
の
ほ
か
、
所
有
者
が
誰
も

分
か
ら
な
い
農
地
で
も
一
定
の
手
続

き
を
経
れ
ば
農
地
中
間
管
理
機
構
に

利
用
権
の
設
定
が
可
能
で
あ
り
、
そ

の
手
続
き
の
大
ま
か
な
流
れ
な
ど
に

つ
い
て
も
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
大
変
参
考
に

な
っ
た
。
所
有
者
不
明
農
地
の
解
決

へ
の
一
歩
前
進
と
感
じ
た
。
今
後
に

期
待
し
た
い
」
と
い
う
声
が
あ
り
ま

し
た
。

　

８
月
31
日
に
秋
田
市
文
化
会
館
に

お
い
て
、
本
委
員
会
主
催
で
秋
田
市

農
業
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
魅
力
と
や
り

甲
斐
の
あ
る
農
業
の
確
立
、
そ
し
て

地
域
の
実
態
に
即
し
た
農
業
施
策
を

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
を
農
業

者
と
と
も
に
探
る
こ
と
を
目
的
に
し

て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た

今
年
度
は
、
所
有
者
不
明
農
地
を

テ
ー
マ
に
、
３
人
の
講
師
を
お
招
き

し
、
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
農
業
者
、
行
政
、
農
業
関

係
機
関
な
ど
約
80
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

最
初
の
講
演
は
、
秋
田
地
方
法
務

局
登
記
部
門
の
藤
原
勝
美
統
括
登
記

官
か
ら
「
所
有
者
不
明
土
地
の
解
消

に
向
け
て
の
民
法
等
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
」
と
題
し
、
令
和
６
年
４
月

１
日
か
ら
相
続
登
記
の
申
請
が
義
務

化
さ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
３
年
の
猶

予
期
間
内
に
相
続
登
記
あ
る
い
は
相

続
人
で
あ
る
こ
と
の
申
請
（
相
続
人

申
告
登
記
）
を
し
な
け
れ
ば
過
料
が

課
せ
ら
れ
る
こ
と
な
ど
の
改
正
内
容

の
概
要
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
き
ま

し
た
。「
相
続
登
記
の
申
請
の
義
務

化
」
に
つ
い
て
は
、
参
加
者
の
約
半

Special

　特集

質疑応答の様子
具体的な相続未登記農地に関わる相談や法改正内容への質
問、農地中間管理事業への意見などが出されました。

開会冒頭
主催者である本委員会会長があいさついたしました。

ど
う
す
る
ん
だ
。
こ
の
農
地
―
所
有
者
不
明
農
地
を
取
り
巻
く
現
状
と
課
題
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登記がされるようにするため
の不動産登記制度の見直し

土地を手放すための制度（相
続土地国庫帰属制度）の創設

土地利用に関連する民法の
ルールの見直し

• 相続登記・住所等の変更登記
の申請義務化
• 相続登記・住所等の変更登記
の手続の簡素化・合理化

など

相続等により土地の所有権
を取得した者が、法務大臣
の承認を受けて、その土地
の所有権を国庫に帰属させ
ることが出来る制度を創設

※当日資料「所有者不明土地の解消に向けて、不動産に関するルールが大きく変わります。」（法務省民事局作成）より

名義人

• 土地・建物に特化した財産管
理制度の創設
• 共有地の利用の円滑化などの
共有制度の見直し
• 遺産分割に関する新たなルー
ルの導入
• 相隣関係の見直し　　　など

　

農
地
の
所
有
者
が
亡
く
な
っ
た
際

に
相
続
登
記
の
手
続
き
が
よ
く
分
か

ら
な
い
か
ら
と
長
い
間
そ
の
ま
ま
に

し
て
お
く
と
、
気
づ
い
た
と
き
に
は

相
続
権
者
が
増
え
て
し
ま
い
、
登
記

処
理
に
膨
大
な
時
間
と
経
費
が
か
か

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
売
買
・
貸
借
・
転
用
し
た

く
て
も
手
続
き
が
煩
雑
に
な
り
ま

す
。

　

令
和
６
年
に
は
、
相
続
登
記
の
申

請
が
義
務
化
さ
れ
、
過
去
の
相
続
に

つ
い
て
も
対
象
と
な
り
ま
す
。
慌
て

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
で
き
る
だ
け

早
め
の
相
続
登
記
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
相
続
登
記
が
す
み
ま
し
た

ら
、
農
業
委
員
会
に
届
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

講演１：所有者不明土地の解消に向けての民法等の一部
　　　　改正について
講演２：相続土地国庫帰属制度の創設と農地について

未
相
続
の
ま
ま
の
農
地
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

所有者不明農地にしないために

法の

講演内容を一部ご紹介します

相続する権利が
ある人がこんなに…
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８
月
25
日
、
秋
田
市
園
芸
振
興
セ
ン
タ
ー
で
秋

田
市
産
業
振
興
部
産
業
企
画
課
主
催
、
六
次
産
業

化
農
産
加
工
技
術
講
座
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

全
７
回
の
研
修
に
は
、
８
人
の
方
が
参
加
し
、

第
１
回
目
で
は
、
今
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
使
う
材

料
と
し
て
ト
マ
ト
ピ
ュ
ー
レ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
ペ
ー
ス
ト
な
ど
６
種
類

の
一
次
加
工
品
を
作
り
ま
し
た
。

　

受
講
者
か
ら
は
「
規
格
外
品
を
加
工
で
有
効
活
用
で
き
る
の
は
魅
力

的
。
今
後
日
本
酒
ベ
ー
ス
の
果
実
酒
を
作
っ
て
み
た
い
と
考
え
て
い

る
の
で
、
こ
の
研
修
を
生
か
し
た
い
」
と
い
う
意
気
込
み
や
、「
な
か

な
か
導
入
し
に
く
い
、
業
務
用
機
械
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ

た
」
と
い
う
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
研
修
を
企
画
し
た
市
産
業
振
興
部
産
業
企
画
課
の
小
原
千
良

六
次
産
業
担
当
課
長
は
、「
本
研
修
で
基
礎
的
な
知
識
と
技
術
を
得
て
、

将
来
的
に
六
次
産
業
化
に
関
わ
る
事
業
に
携
わ
っ
て
ほ
し
い
」、
講
師

を
務
め
た
豊
島
久
美
子
氏
は
「
こ
の
研
修
を
通
し
て
、
こ
れ
な
ら
自

分
も
で
き
そ
う
だ
と
い
っ
た
、
今
後
に
つ
な
が
る
ヒ
ン
ト
を
提
供
し

た
い
」
と
そ
れ
ぞ
れ
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
加
工
技
術
の
ほ
か
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
（
危

害
要
因
分
析
重
要
管
理
点
）
に
沿
っ
た
衛
生
管
理
や
原
価
計
算
、
商

品
の
Ｐ
Ｒ
方
法
な
ど
を
学
び
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
◆　

産
業
企
画
課
六
次
産
業
・
販
売
戦
略
担
当

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
８
８
８
）‒

５
７
２
５

一
次
加
工
と
は

い
わ
ゆ
る
下
ご
し
ら
え
。
原
料
と
し
て
の
性
質
を
大
き
く

変
え
ず
、
カ
ッ
ト
や
加
熱
殺
菌
な
ど
を
行
う
。
規
格
外
野

菜
の
有
効
活
用
や
、
旬
以
外
の
時
期
に
も
販
売
可
能
な
ど

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
ま
し
た

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
ま
し
た

実
施
し
ま
し
た

実
施
し
ま
し
た

実
施
し
ま
し
た

実
施
し
ま
し
た

１
×
２
×
３
＝
六
次
産
業

１
×
２
×
３
＝
六
次
産
業

六
次
産
業

１
×
２
×
３
＝
六
次
産
業

１
×
２
×
３
＝
六
次
産
業

１
×
２
×
３
＝
六
次
産
業

業務用機械

の実演中の実演中
サツマイモの
皮をむいてカット

トマトピューレを
真空包装しました

械械 をを
たた

サ
皮皮

農産物の加工に
ついて学んでき
ました

包装することで商品価値も向上する
が、衛生管理ができることも重要。
加工品を流通に乗せるときは、自分
の手を離れた後も安全をキープでき
るよう、心がける。

裏ごし処理機（写真奥）。機械上部のバッ
トに入れると、果汁とそれ以外に分けて
くれる。量が少なければ手作業でも。ス
トレーナー（写真手前）を使えば目詰ま
りしにくい。

　

秋
田
市
で
は
、
本
年
８
月
24
日
か

ら
９
月
２
日
ま
で
の
期
間
、
農
業
委

員
お
よ
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
等
に
よ
る
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
（
利

用
状
況
調
査
）
を
実
施
し
、
遊
休
農

地
や
低
利
用
と
な
っ
て
い
る
農
地
の

状
況
把
握
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
、

遊
休
農
地
の
所
有
者
に
対
し
て
利
用

意
向
調
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

（
写
真

：農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
様
子
）
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日
頃
か
ら
農
業
委
員
会
活
動
へ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況

に
よ
り
、
委
員
会
行
事
も
縮
小
や
中
止
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
お
り
、
一
日
も
早
い
収
束
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
、
令
和
２
年
か
ら
農
業
委
員
と

な
り
、
現
在
一
期
目
で
、
第
２
区
域
部
会
（
秋

田
市
東
部
）
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
当
部
会
で

は
、
最
近
特
に
大
規
模
の
農
家
が
高
齢
や
病
気

等
に
よ
り
委
託
し
た
い
と
い
う
相
談
を
受
け
て

お
り
ま
す
。
規
模
が
大
き
い
た
め
、
受
け
手
を

探
す
こ
と
が
中
々
厳
し
い
状
況
で
す
。
今
後
は
、

部
会
内
の
委
員
で
情
報
の
共
有
化
を
図
り
、
ま

た
、
Ｊ
Ａ
等
関
係
機
関
と
連
携
し
、
受
託
農
家

お
よ
び
ほ
場
管
理
す
る
農
家
を
探
し
、
遊
休
農

地
が
増
加
し
な
い
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
一
農
家
と
し
て
は
、
私
は
昨
年
か

ら
秋
田
県
の
新
ブ
ラ
ン
ド
米
品
種
「
サ
キ
ホ
コ

レ
」
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
30
ア
ー

ル
で
栽
培
し
て
お
り
、
今
年
で
２
年
目
と
な
り

ま
す
。

　

作
付
け
に
あ
た
っ
て
は
、
い
く
つ
か
条
件
が

設
け
ら
れ
て
お
り
、
例
え
ば
①
玄
米
タ
ン
パ
ク

質
含
有
率
６
・
４
％
以
下
②
安
全
・
安
心
や
環

境
に
配
慮
し
、
農
薬
の
使
用
を
半
減
し
た
栽
培

（
10
成
分
回
数
以
下
）
等
が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
肥
培
管
理
を
Ｊ
Ａ
の
営
農
指
導
員

の
指
示
に
従
っ
て
行
い
ま
し
た
。
サ
キ
ホ
コ
レ

の
草
丈
は
め
ん
こ
い
な
と
ほ
ぼ
同
じ
で
倒
伏
は

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
玄
米
は
つ
や
が
あ
り
、

あ
き
た
こ
ま
ち
よ
り
粒
が
綺
麗
で
し
た
。
私
の

中
で
特
に
心
配
し
た
の
が
、
条
件
に
も
な
っ
て

い
る
玄
米
タ
ン
パ
ク
質
含
有
率
６
・
４
％
以
下

を
ク
リ
ア
で
き
る
か
ど
う
か
で
す
。
な
か
な
か

厳
し
い
基
準
で
し
た
が
、
結
果
的
に
５
・
４
％

で
ク
リ
ア
し
、
無
事
に
出
荷
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
一
農
業
委
員
と
し
て
、
そ
し
て
一

農
家
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
に
作
り
手
が
丹
精

込
め
た
サ
キ
ホ
コ
レ
の
販
売
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
、
ブ
ラ
ン
ド
米
と
し
て
確
立
で

き
ま
す
よ
う
関
係
機
関
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

第
６
回

委
員
紹
介
コ
ー
ナ
ー

　

本
市
委
員
会
で
は
、
専
業
農
家
の
方
も
多
く
い
ま
す
。
今
回
は
委
員
活

動
を
し
な
が
ら
、
一
農
家
と
し
て
も
精
力
的
に
取
り
組
む
加
賀
屋
委
員
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

農
業
委
員

加
賀
屋　

慎
一

「農の魅力大発見！」「農の

●秋田市の小学生であること秋田市の小学生であること
●絵のサイズはＢ３絵のサイズはＢ３
　（４ツ切りサイズ）　（４ツ切りサイズ）
●画材は自由画材は自由

応募条件

■表　彰
最優秀賞と優秀賞の各１点と特別
賞を選出し、賞状と副賞を贈呈し
ます。

■その他
・応募いただいた作品は、表彰式終
了後に学校単位でまとめてお返し
します

・応募は１人１作品まで。未発表の
ものに限ります

・受賞者氏名は広報あきたや秋田市
のホームページに掲載されます

■テーマ

農業
■募集受付
描いた絵を10月31日（月）まで
通学している小学校へ
（作品数により応募段階で選考される場合が
　あります。）

Information

募 集

優秀賞優秀賞

最優秀賞最優秀賞

広報ID：1021023秋田市農業委員会事務局問 ０１８-８８８-５７９６☎

令和４年度
農業子ども絵画コンクール
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農
委
だ
よ
り
第
67
号
に
続
き
、
本

紙
で
も
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
と
お
り
、
秋
田
市
南
カ
ン
ト

リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
つ
い
に
完
成

し
、
９
月
か
ら
稼
働
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

秋
田
市
南
部
地
域
の
農
業
発
展
の
た
め
に
は
、
大
型

乾
燥
調
製
貯
蔵
設
備
が
必
要
で
あ
る
と
、
鈴
木
一
彦
氏

の
提
案
に
よ
り
、
平
成
28
年
に
榎
昌
範
氏
、
加
藤
貞
吉

氏
を
中
心
に
建
設
準
備
委
員
会
が
発
足
し
、
Ｊ
Ａ
秋
田

な
ま
は
げ
、
秋
田
市
な
ど
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
令
和

元
年
11
月
に
組
合
員
１
８
０
名
で
（
農
）
秋
田
市
南
カ

ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
利
用
組
合
を
設
立
し
ま
し

た
。

　

現
在
ス
ム
ー
ズ
な
稼
働
が
出
来
る
よ
う
、
着
々
と
準

備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
「
農
委
だ
よ
り
」
編
集
に
あ
た
り
、
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。　
　

（
農
業
委
員　

相
場　

堅
一
）

記
後
集
編

写真：要望土地改良
箇所の現地確認

秋田市
フォトだより

　秋田市では、国や県の補助対象となら
ない小規模な土地改良事業に対し、助成
を行っています。
　本委員会では農業者の意見や要望を本
市農業施策に反映させるための要請活動
の一環として、地域からの土地改良事業
要望箇所を取りまとめ、予算措置等につ
いて市長へ要望しています。

　

秋
田
市
で
２
箇
所
目
と
な
る
、
四
ツ
小
屋
地
区
で

進
め
ら
れ
て
い
た
秋
田
市
南
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
建
設
工
事
が
つ
い
に
竣
工
し
、
今
秋
か
ら
本

格
稼
働
し
ま
す
。

　

設
備
内
容
と
し
て
は
、
米
３
０
０
０
㌧
、
大
豆

１
０
０
㌧
の
貯
蔵
処
理
能
力
を
有
し
、
農
作
業
の
効

率
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

７
月
22
日
に
行
わ
れ
た
竣
工
式
で
は
、
関
係
者
70

人
が
施
設
の
完
成
を
祝
う
中
、
農
事
組
合
法
人
秋
田

市
南
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
利
用
組
合
の
榎
昌

範
代
表
理
事
が
、「
組
合
員
に
と
っ
て
こ
の
よ
う
な

大
型
施
設
の
建
設
は
初
め
て
。
こ
こ
ま
で
来
る
の
は

容
易
で
は
な
か
っ
た
が
、

無
事
完
成
で
き
た
の
は
皆

さ
ま
の
お
か
げ
」
と
感
謝

の
意
を
表
し
、「
野
菜
・

大
豆
の
複
合
経
営
の
た
め

に
は
米
出
荷
の
効
率
化
が

必
須
。
米
を
つ
く
る
地
域

を
守
り
た
い
。
ま
た
若
い

担
い
手
が
施
設
を
活
用
し

な
が
ら
、
地
域
で
活
躍
し

て
く
れ
れ
ば
嬉
し
い
」
と

施
設
へ
の
期
待
を
語
り
ま

し
た
。

秋
田
市
南
カ
ン
ト
リ
ー

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
竣
工
式

Introduction

紹 介

加入要件はたったこれだけ！
☞60歳未満
☞国民年金１号被保険者
☞年間60日以上農業に従事

多くのメリットが！
①終身年金で80歳までの保証付き
②支払う保険料は全額社会保険料控除の対象
③保険料国庫補助による手厚い支援

全国農業新聞は、農業および農政の現状を中心に農業
者の経営とくらしに役立つ情報をお届けします。

　・発行日………毎週金曜日
　・購読料………700円／１か月（送料、税込み）

秋田市農業委員会事務局　☎888－5796

お申し込み、
お問い合わせは
ＪＡもしくは
農業委員会へ

け！
配偶者や後継者
などご家族も加入ＯＫ！


